
JP 2020-171748 A5 2021.2.12

10
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【公開番号】特開2020-171748(P2020-171748A)
【公開日】令和2年10月22日(2020.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2020-043
【出願番号】特願2020-115812(P2020-115812)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｊ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月28日(2020.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤容器と、本体装置とによって構成される薬剤フィーダと、
　薬剤容器を保有する容器保管部から所定の薬剤容器を取り出して薬剤フィーダの本体装
置に載置する容器移動手段と、薬剤容器から排出される散薬を受ける分配皿とを備え、
　上下方向に配置された、容器保管部を有する薬剤棚部領域と、薬剤フィーダと分配皿と
を有する薬剤分割領域とを有し、
　本体装置は、振動台と、振動台を振動させる加振手段と、振動台に薬剤容器を一時的に
固定する容器保持手段とを有し、
　薬剤容器を振動台に載置し、容器保持手段で薬剤容器を振動台に固定し、振動台を振動
させて薬剤容器から散薬を分配皿に排出することが可能であり、
　薬剤棚部領域の内部に塵を除去する集塵装置が設けられたことを特徴とする薬剤払出し
装置。
【請求項２】
　さらに薬剤容器の重量を直接的または間接的に測定する重量測定手段とを有し、重量測
定手段によって散薬の排出量を検知することが可能であることを特徴とする請求項１に記
載の薬剤払出し装置。
【請求項３】
　容器移動手段は、上下方向及び左右方向に薬剤容器を移動可能であることを特徴とする
請求項１又は２に記載の薬剤払出し装置。
【請求項４】
　集塵装置は送風ファンを有し、送風ファンにより、薬剤棚部領域内において、空気が流
れる通気経路を発生させ、通気経路にフィルターを設け、薬剤棚部領域内における塵を除
去することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の薬剤払出し装置。
【請求項５】
　薬剤容器は、本体装置に対して着脱自在であり、薬剤容器には薬剤容器から外部に散薬
を排出する薬剤排出部があり、
　前記薬剤排出部は、開閉可能であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載
の薬剤払出し装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の課題を解決するために開発された本発明の一つの態様は、薬剤容器と、本体装置
とによって構成される薬剤フィーダと、薬剤容器を保有する容器保管部から所定の薬剤容
器を取り出して薬剤フィーダの本体装置に載置する容器移動手段と、薬剤容器から排出さ
れる散薬を受ける分配皿とを備え、上下方向に配置された、容器保管部を有する薬剤棚部
領域と、薬剤フィーダと分配皿とを有する薬剤分割領域とを有し、本体装置は、振動台と
、振動台を振動させる加振手段と、振動台に薬剤容器を一時的に固定する容器保持手段と
を有し、薬剤容器を振動台に載置し、容器保持手段で薬剤容器を振動台に固定し、振動台
を振動させて薬剤容器から散薬を分配皿に排出することが可能であり、薬剤棚部領域の内
部に塵を除去する集塵装置が設けられた薬剤払出し装置である。
　好ましい態様は、さらに薬剤容器の重量を直接的または間接的に測定する重量測定手段
とを有し、重量測定手段によって散薬の排出量を検知することが可能である薬剤払出し装
置である。
　さらに好ましい態様は、容器移動手段は、上下方向及び左右方向に薬剤容器を移動可能
である薬剤払出し装置である。
　さらに好ましい態様は、集塵装置は送風ファンを有し、送風ファンにより、薬剤棚部領
域内において、空気が流れる通気経路を発生させ、通気経路にフィルターを設け、薬剤棚
部領域内における塵を除去する薬剤払出し装置である。
　さらに好ましい態様は、薬剤容器は、本体装置に対して着脱自在であり、薬剤容器には
薬剤容器から外部に散薬を排出する薬剤排出部があり、
　前記薬剤排出部は、開閉可能である薬剤払出し装置である。
　上記の課題を解決するために開発された本発明の別の態様は、薬剤容器と、本体装置に
よって構成される薬剤フィーダと、薬剤容器を保有する容器保管部から所定の薬剤容器を
取り出して薬剤フィーダの振動台に載置する容器移動手段とを備え、本体装置は、振動台
と、振動台を振動させる加振手段と、振動台に薬剤容器を一時的に固定する容器保持手段
と、薬剤容器の重量を直接的または間接的に測定する重量測定手段とを有し、薬剤容器を
振動台に載置し、容器保持手段で薬剤容器を振動台に固定し、振動台を振動させて前記薬
剤排出部から薬剤を少量ずつ排出し、重量測定手段によって薬剤の排出量を検知すること
が可能であり、容器保管部を有する薬剤棚部領域内における塵を除去する集塵装置が設け
られた薬剤払出し装置である。
　好ましい態様は、集塵装置は送風ファンを有し、送風ファンにより、薬剤棚部領域内に
おいて、空気が流れる通気経路を発生させ、通気経路にフィルターを設け、薬剤棚部領域
内における塵を除去する薬剤払出し装置である。
　さらに好ましい態様は、薬剤容器は、本体装置に対して着脱自在であり、薬剤容器には
薬剤容器から外部に薬剤を排出する薬剤排出部があり、前記薬剤排出部は、開閉可能であ
る薬剤払出し装置である。
　上記した課題を解決するための別の態様は、薬剤容器と、本体装置によって構成される
薬剤フィーダであって、前記薬剤容器は、本体装置に対して着脱自在であり、前記薬剤容
器には当該薬剤容器から外部に薬剤を排出する薬剤排出部があり、前記薬剤排出部を開閉
可能であり、本体装置は、振動台と、振動台を振動させる加振手段と、振動台に薬剤容器
を一時的に固定する容器保持手段と、薬剤容器の重量を直接的または間接的に測定する重
量測定手段とを有し、薬剤容器を振動台に載置し、容器保持手段で薬剤容器を振動台に固
定し、振動台を振動させて前記薬剤排出部から薬剤を少量ずつ排出し、重量測定手段によ
って、薬剤の排出量を検知することが可能であることを特徴とする薬剤フィーダである。
　薬剤容器は可動蓋部を有し、前記可動蓋部は前記薬剤排出部を閉じた状態と開いた状態
に維持することが可能であることが望ましい。
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